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緒 言

著者らは，タマゴヤドリコパチ科の 2種，Tricho-

gramma chilo河isIshiiと T.ostriniae Pang and Chen 

がコナガ Plutellaxylostella (Linnaeus)に対して有効

な天敵として働くかどうかを検討している.それには

天敵として有効性の予備的な評価が必要となってく

る.

Trichogramma属は寄主範囲が広く ，T. chi lon isで

は寄主の種類により寄主行動が変化することが知られ

ている (Paulet al.， 1981). T. chilonisとT.ostriniae 

を評価するためには，人工寄主と実際の防除対象の寄

主への生態的特性の差を明らかにしなければならな

い.寄生者の生態的特性の評価の仕方にはいろいろな

方法があり，とくに高い再現性が要求される.ここで

は T.chilonisとT.ostriniaeについて室内実験によ

る機能の反応 CSolomon，1949 ; Holling， 1959)を調査

した.

本論文に入るに先立ち寄生蜂導入に協力いただいた
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農林水産省神戸植物防疫所ならびに境港出張所，台湾

糖業研究所理事の藩松栄博土，国立台湾大学教授の朱

耀折博士，農林水産省食品総合研究所技官の井村治博

土にお礼を申し上げる.また，本研究を援助していた

だいた住友化学工業株式会社に感謝する.

材料と方法

1. 寄生蜂

供試した T.chilonisとT.ostriniaeは，前報(平嶋

ら， 1990) に従い累代飼育したものである.

2_ 寄主の飼育及び寄主卵の採取

寄主の飼育及び寄主卵の採取は，前報(平嶋ら， 1990)

に従った.

3. 寄主密度に対する反応

産下後24時間未満の未寄生寄主が入っている両切り

ガラス管(直径1.6cm，長さ 6.0cm) に，羽化後24時間

以内の交尾済み雌成虫を l頭ずついれた.寄主を24日寺

問攻撃にさらしたのちその寄生蜂を取り出した.攻撃

にさらした寄主卵は，そのまま両切りガラス管に残し

て，自然日長， 24Tの恒温条件下に置いた.スジコナ

マダラメイガ Ephestiakuehniella Zellarについては
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10， 20， 40， 80， 160卵粒の寄主密度区を，コナガにつ

いては10，20， 40， 80粒の寄主密度区を設定し，それ

ぞれ 4~9 同繰り返して行った.

次世代の寄生蜂の羽化数と羽化性上じを毎日記録し，

羽化終了後に，寄生蜂が羽化しなかった被寄生寄主卵

数を調査した.各1共試寄生蜂の寄生数は，羽化した寄

ごと蜂の個体数と未羽化被寄生寄主卵数の和で代用し

た.

結果と考察

寄主密度と寄生数の関係を Fig.1，2， 3及び 4に示

した.どの寄主密度でも，スジコナマダラメイガ卵を

攻撃させた場合が寄生蜂の寄生数が多かった.寄主が

スジコナマダラメイガ卵でもコナガ卵でも，寄生率(寄

生数/寄主密度)は寄主密度の増加に応じて始め増加

し，ある密度で最高になった後に低下した.これは

Holling (1959)の11型を示している.そこで寄主密度

と寄生数の関係を Royama(1971)の理論式，n=xo 

(1-e-a(Yt-"O})で求めた.ただし，n 寄生数，ゐ:最

初に与えた寄主数， a:寄主発見能力，y:寄生者数，

t :全寄生時間， h: 'handling time' (伊藤・村井，

1977) .計算の方法は，伊藤・村井(1977)に従って行

った.
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Fig.1， 2及び 4の図中の実線が，求められた近似式

である.式は，寄主密度と寄生数の関係をよく表した

(P>0.05， X2検定).しかし，コナガ卵の密度と T

chilonisの寄生数の関係には，理論式はあてはまらな

かった.Table 1は，寄生数の上限と 'handlingtime'を

表している .T. ostriniaeの場合，この 2つの値につい

ては，寄主による遣いはないと考えられた.

それぞれの寄主密度における羽化雌率を Fig.5に

示した.T. chilonisの羽化率は，どちらが寄主でも，

寄主密度による差は少なかった.T. ostriniaeの羽化

雌率は，スジコナマダラメイガ卵に寄生した場合寄主

密度による差は少なかったが，コナガ卵に寄生した場

合低密度より高密度区で高くなった.

各密度における両寄生蜂の次世代の羽化雌率は，

0.64~0.92で雌に偏っていた.このことは，高い増殖

率を期待できる重要な生態的特性であると考えられ

る.

本実験の結果，T. ostriniaeの機能の反応について

は，人工寄主であるスジコナマダラメイガで飼育した

場合でも，コナガを寄主とした場合でもその生態的特

性に変化が見いだされなかった.T. chilonisについて

は，再度コナガ卵の寄主密度に対Lての反応、を実験す

る必要がある.
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Fig. 1. Functional response of T. chilonis to eggs 

of E. kuehniella. Curve was determined by using 

Royama's (1971) equation. Each point represents 

the mean of observed parasitized eggs and 95 % 
confidence intervals. 
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Fig. 2. Functional response of T. ostriniae to eggs 

of E. kuehniella. Curv巴 wasdetermined by using 

Royama's (1971) equation. Each point represents 

the mean of obs巴rvedparasitized eggs and 95 % 
confidence intervals. 
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Fig. 3. Functional response of T. chilonis to eggs 

of P. X}必stella. Curve was determined by using 

Royama's (1971)巴quation. Each point represents 

the mean of observed parasitized eggs and 95 % 
confidence intervals. 
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Fig. 4. Functional response of T. ostriniae to eggs 

of P. xylostella. Curve was determined by using 

Royama's (1971) equation. Each point represents 

the mean of observed parasitized eggs and 95 % 
confidence intervals 
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Fig. 5. Sex ratios of T. chilonis progeny emerged 

from eggs of P. xylostella (0) and E. kuehniella (e) 

a t different host densities and 95 % confidence 
intervals. 

100 

。

ωυ
ロ
ω叫
Mω
巨

ω
ω
」
[
伺
巨

ω同
一
明

O

H

48 
Host dens工ty

ID ・戸1ir

Fig. 6. Sex ratios of T. ost的 uaeprogeny emerged 

from eggs of P. xylostella (0) and E. kuehniella (・)

at different host densities and 95 % confidence 
intervals. 
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Table 1. Estimated values of handling time h 
(days) and the maximum number par-
asitized (200) of T. chilonis and T. 

ostriniae which attacked eggs of E. 

kuehniella and P. xylostella. 

Species Parameters 

Parasitoid Host h Z∞ 

T. chilonis E. kuehniella 0.030 33.6 

T. ostriniae E. kuehniella 0.020 49.4 

P. xylostella 0.021 47.4 

なお，天敵の生態的特性を評価するためには機能の

反応だけでなく，数の反応も考慮にいれなければなら

ない.今後はその観点から調査を行っていく.

摘 要

Trichogramma chilonおと T.ostriniaeの機能の反

応を，スジコナマダラメイガ卵とコナガ卵を供試して

調査した.結果を要約すると以下の通りである.

1.寄生率(寄生数/寄主密度)は寄主密度の増加

に応じて始め増加し，ある密度で最高になった後に低

下した.

2.両寄生蜂の次世代の羽化雌率は，全区で

0.64~0.92の範囲であった.

3.寄主密度に対する T.ostriniaeの機能の反応は，

寄主の相違によって変わることはなかった.
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Summary 

The functional responses of Trichogramma chilonis and T. ostriniae were investigated by 

offering the eggs of Ephestia kuehniella and Plutella xylostella as host. The results are 

summarized as follows : 

1. The percentage parasitism by巴achparasitoid increased as the host density increased， 

then reached to the maximum， as thereafter decreased. 

2. The sex ratio of female progeny of each parasitoid ranged from 0.64 to 0.92 in all host 

densities. 

3. N 0 significant difference in the functional response of T. ostriniae to host densities 
was observed according to host species. 


